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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】照明ユニット及びそれを用いたディスプレイ装
置を提供する。
【解決手段】第１の光源モジュール１１０を有する第１
の照明ユニットと、第２の光源モジュール１２０を有す
る第２の照明ユニットと、第１の照明ユニットと第２の
照明ユニットとの間に配置されて、第１の照明ユニット
と第２の照明ユニットとを連結するブラケット５００と
、を備え、ブラケット５００は、第１の光源モジュール
１１０が配置される第１のボディー部と、第２の光源モ
ジュール１２０が配置される第２のボディー部と、第１
のボディー部と第２のボディー部との間に配置されて、
第１のボディー部と第２のボディー部とを連結する連結
部と、を有し、連結部は、第１のボディー部または第２
のボディー部の第１の端部から第１の距離に配置され、
第１のボディー部または第２のボディー部の第２の端部
から第２の距離に配置され、第２の距離は第１の距離よ
りも大きくなっている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の光源モジュールを有する第１の照明ユニットと、
　第２の光源モジュールを有する第２の照明ユニットと、
　前記第１の照明ユニットと第２の照明ユニットとの間に配置するブラケットと、を備え
、
　前記ブラケットは、
　前記第１の光源モジュールが配置される第１のボディー部と、
　前記第２の光源モジュールが配置される第２のボディー部と、
　前記第１のボディー部と第２のボディー部との間に配置する連結部と、を有し、
　前記連結部は、
　前記第１のボディー部または前記第２のボディー部の第１の端部から第１の距離に配置
され、
　前記第１のボディー部または前記第２のボディー部の第２の端部から第２の距離に配置
され、
　前記第２の距離は前記第１の距離よりも大きい、照明ユニット。
【請求項２】
　前記ブラケットは、
　前記第１のボディー部の第１の端部から突出している第１の突出部と、
　前記第１のボディー部の第２の端部から突出している第２の突出部と、
　前記第２のボディー部の第１の端部から突出している第３の突出部と、
　前記第２のボディー部の第２の端部から突出している第４の突出部と、をさらに有する
、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項３】
　前記第１の突出部は前記第１の照明ユニットのリフレクタと接触し、前記第２の突出部
は前記第１の照明ユニットのボトムカバーと接触し、前記第３の突出部は前記第２の照明
ユニットのリフレクタと接触し、前記第４の突出部は前記第２の照明ユニットのボトムカ
バーと接触する、請求項２に記載の照明ユニット。
【請求項４】
　前記第１の突出部は、前記第１のボディー部から第１の高さで突出しており、前記第２
の突出部は、前記第１のボディー部から第２の高さで突出しており、前記第１の高さは前
記第２の高さよりも大きい、請求項２または3に記載の照明ユニット。
【請求項５】
　前記第３の突出部は、前記第２のボディー部から第３の高さで突出しており、前記第４
の突出部は、前記第２のボディー部から第４の高さで突出しており、前記第３の高さは、
前記第４の高さよりも大きい、請求項２乃至4のいずれか１項に記載の照明ユニット。
【請求項６】
　前記第１の突出部は、前記第１のボディー部から第１の高さで突出しており、前記第３
の突出部は、前記第２のボディー部から第３の高さで突出しており、前記第１の高さと前
記第３の高さは互いに異なる、請求項２乃至5のいずれか１項 に記載の照明ユニット。
【請求項７】
　前記第１の突出部と第２の突出部との間に配置され、前記第１のボディー部から前記第
１の突出部と同じ方向に突出している第５の突出部と、
　前記第３の突出部と第４の突出部との間に配置され、前記第２のボディー部から前記第
３の突出部と同じ方向に突出している第６の突出部と、
をさらに有する、請求項２乃至6のいずれか１項 に記載の照明ユニット。
【請求項８】
　前記第１の突出部は、前記第１のボディー部から第１の高さで突出しており、前記第２
の突出部は、前記第１のボディー部から第２の高さで突出しており、前記第５の突出部は
、前記第１のボディー部から第５の高さで突出しており、前記第５の高さは前記第１、第
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２の高さよりも小さい、請求項７に記載の照明ユニット。
【請求項９】
　前記第３の突出部は、前記第２のボディー部から第３の高さで突出しており、前記第４
の突出部は、前記第２のボディー部から第４の高さで突出しており、前記第６の突出部は
、前記第２のボディー部から第６の高さで突出しており、前記第６の高さは前記第３及び
第４の高さよりも小さい、請求項７または8に記載の照明ユニット。
【請求項１０】
　前記ブラケットの第１のボディー部と第２のボディー部との間に配置され、前記ブラケ
ットの連結部と締結される電源部をさらに備える、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１１】
　前記電源部の一部または全部は、
　前記第１のボディー部または前記第２のボディー部の第２の端部と前記連結部との間の
第２の距離内に配置される、請求項1または１０に記載の照明ユニット。
【請求項１２】
　前記電源部は、前記第１のボディー部から第３の距離を有し、前記第２のボディー部か
ら第４の距離を有する、請求項1または１０乃至11のいずれか１項に記載の照明ユニット
。
【請求項１３】
　前記第３の距離と第４の距離は互いに異なる、請求項１２に記載の照明ユニット。
【請求項１４】
　前記ブラケットの連結部は、
　相対する上部面及び下部面を有し、
　前記連結部の上部面にカバー部材が配置されたり、前記連結部の下部面に電源部が配置
される、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１５】
　前記連結部の上部面には締結溝が配置され、前記締結溝は前記カバー部材と接触する、
請求項１４に記載の照明ユニット。
【請求項１６】
　前記連結部の下部面には締結突起が配置され、前記締結突起は前記電源部と接触する、
請求項１４に記載の照明ユニット。
【請求項１７】
　前記第１の照明ユニットは、
　第１及び第２のリフレクタと、
　前記第１のリフレクタと第２のリフレクタとの間に配置された第１の光源モジュールと
、
　前記第２のリフレクタから一定の空間を置いて配置された第１の光学部材と、を備え、
　前記第２のリフレクタと前記第１の光学部材との間の空間にはエアーガイドが形成され
る、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１８】
　前記第２の照明ユニットは、
　第３及び第４のリフレクタと、
　前記第３のリフレクタと第４のリフレクタとの間に配置される第２の光源モジュールと
、
　前記第４のリフレクタから一定の空間を置いて配置された第２の光学部材と、を備え、
　前記第４のリフレクタと前記第２の光学部材との間の空間にはエアーガイドが形成され
る、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１９】
　前記ブラケットの連結部は第１の厚さを有し、前記第１のボディー部または前記第２の
ボディー部の厚さは第２の厚さを有し、前記第１の厚さは前記第２の厚さよりよりも大き
い、請求項１に記載の照明ユニット。
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【請求項２０】
　前記第１の厚さと第２の厚さとの比は、１．０１：１～５：１である、請求項１９に記
載の照明ユニット。
【請求項２１】
　前記ブラケットの第１の距離と第２の距離との比は１：１．１～１：３０である、請求
項１または２に記載の照明ユニット。
【請求項２２】
　前記ブラケットの第２の距離は、２０～８０ｍｍである、請求項１または２に記載の照
明ユニット。
【請求項２３】
　請求項１乃至２２のいずれか１項に記載された照明ユニットを用いるディスプレイ装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、照明ユニット及びそれを用いたディスプレイ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ダウンライト（Ｄｏｗｎｌｉｇｈｔ；天井埋め込み灯）は、天井に穴を開け、
その中に光源を埋め込む照明方式のもので、照明と建物を一体化させる建築照明技法とし
て広く用いられている。
【０００３】
　このようなダウンライトは、天井に埋め込まれることから、照明器具が殆ど露出されず
、天井面がすっきりになるメリットかあり、さらには、天井面が暗くなる特徴から、おし
ゃれな室内空間の演出に適した方式として知られている。
【０００４】
　しかしながら、このような照明ユニット構造は、広い室内空間よりは狭い室内空間に適
合しているため、多数のＬＥＤ光源を必要とする場合もある。
【０００５】
　そこで、少ない数のＬＥＤ光源でも広い室内空間をカバーできる照明ユニットの開発が
望まれている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　実施形態は、両面型のブラケットを用いて２個の照明ユニットを締結することによって
、大面積の照明ユニット作製に適合するようにした照明ユニット及びそれを用いたディス
プレイ装置を提供する。
【０００７】
　また、実施形態は、一部の傾斜面を有するリフレクタを用いて広い室内空間に適合する
ようにした照明ユニット及びそれを用いたディスプレイ装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態は、第１の光源モジュールを有する第１の照明ユニットと、第２の光源モジュ
ールを有する第２の照明ユニットと、第１の照明ユニットと第２の照明ユニットとの間に
配置されて、第１の照明ユニットと第２の照明ユニットとを連結するブラケットと、を備
え、ブラケットは、第１の光源モジュールが配置される第１のボディー部と、第２の光源
モジュールが配置される第２のボディー部と、第１のボディー部と第２のボディー部との
間に配置されて、第１のボディー部と第２のボディー部とを連結する連結部と、を有し、
連結部は、第１のボディー部または第２のボディー部の第１の端部から第１の距離に配置
され、第１のボディー部または第２のボディー部の第２の端部から第２の距離に配置され
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、第２の距離は第１の距離よりも大きくなっている。
【０００９】
　ここで、ブラケットの第１の距離と第２の距離との比は、約１：１．１～３０でよい。
【００１０】
　そして、ブラケットの第２の距離は、約２０～８０ｍｍでよい。
【００１１】
　また、ブラケットの連結部は第１の厚さを有し、第１のボディー部または第２のボディ
ー部の厚さは第２の厚さを有し、第１の厚さは第２の厚さよりも大きくてもよい。
【００１２】
　ここで、第１の厚さと第２の厚さとの比は、約１．０１～５：１でもよい。
【００１３】
　また、ブラケットは、第１のボディー部の第１の端部から連結部と反対の方向に突出し
ている第１の突出部と、第１のボディー部の第２の端部から連結部と反対の方向に突出し
ている第２の突出部と、第２のボディー部の第１の端部から連結部と反対の方向に突出し
ている第３の突出部と、第２のボディー部の第２の端部から連結部と反対の方向に突出し
ている第４の突出部と、をさらに有することができる。
【００１４】
　ここで、第１の突出部は第１の照明ユニットのリフレクタと接触し、第２の突出部は第
１の照明ユニットのボトムカバーと接触し、第３の突出部は第２の照明ユニットのリフレ
クタと接触し、第４の突出部は第２の照明ユニットのボトムカバーと接触することができ
る。
【００１５】
　そして、第１の突出部は、第１のボディー部から第１の高さで突出しており、第２の突
出部は、第１のボディー部から第２の高さで突出しており、第１の高さは第２の高さより
も大きくてもよい。
【００１６】
　また、第３の突出部は、第２のボディー部から第３の高さで突出しており、第４の突出
部は、第２のボディー部から第４の高さで突出しており、第３の高さは第４の高さよりも
大きくてもよい。
【００１７】
　また、第１の突出部は、第１のボディー部から第１の高さで突出しており、第３の突出
部は、第２のボディー部から第３の高さで突出しており、第１の高さと第３の高さは互い
に異なっていてもよい。
【００１８】
　また、ブラケットは、第１の突出部と第２の突出部との間に配置され、第１のボディー
部から第１の突出部と同じ方向に突出している第５の突出部と、第３の突出部と第４の突
出部との間に配置され、第２のボディー部から第３の突出部と同じ方向に突出している第
６の突出部と、をさらに有することができる。
【００１９】
　ここで、第１の突出部は、第１のボディー部から第１の高さで突出しており、第２の突
出部は、第１のボディー部から第２の高さで突出しており、第５の突出部は、第１のボデ
ィー部から第５の高さで突出しており、第５の高さは、第１、第２の高さよりも小さくて
もよい。
【００２０】
　そして、第３の突出部は、第２のボディー部から第３の高さで突出しており、第４の突
出部は、第２のボディー部から第４の高さで突出しており、第６の突出部は、第２のボデ
ィー部から第６の高さで突出しており、第６の高さは、第３、第４の高さよりも小さくて
もよい。
【００２１】
　また、実施形態は、ブラケットの第１のボディー部と第２のボディー部との間に配置さ
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れ、ブラケットの連結部と締結される電源部をさらに備えることができる。
【００２２】
　ここで、電源部の一部または全部は、第１のボディー部または第２のボディー部の第２
の端部と連結部との間の第２の距離内に配置されるとよい。
【００２３】
　そして、電源部は、第１のボディー部から第３の距離を有し、第２のボディー部から第
４の距離を有することができる。
【００２４】
　ここで、第３の距離と第４の距離は互いに異なってもよい。
【００２５】
　また、ブラケットの連結部は、相対する上部面と下部面を有し、連結部の上部面にはカ
バー部材が配置され、連結部の下部面には電源部が配置されてもよい。
【００２６】
　ここで、連結部の上部面には締結溝が配置され、締結溝はカバー部材と接触してもよい
。
【００２７】
　そして、連結部の下部面には締結突起が配置され、締結突起は電源部と接触してもよい
。
【００２８】
　一方、他の実施形態は、第１の光源モジュールを有する第１の照明ユニットと、第２の
光源モジュールを有する第２の照明ユニットと、第１の照明ユニットと第２の照明ユニッ
トとの間に配置されて、第１の照明ユニットと第２の照明ユニットとを連結するブラケッ
トと、を備え、ブラケットは、第１の光源モジュールが配置される第１のボディー部と、
第２の光源モジュールが配置される第２のボディー部と、第１のボディー部と第２のボデ
ィー部との間に配置されて、第１のボディー部と第２のボディー部とを連結する連結部と
、を有し、ブラケットの第１のボディー部と第２のボディー部との間には、第１、第２の
光源モジュールに電源を供給する電源部が配置され、電源部はブラケットの連結部と締結
される。
【００２９】
　ここで、電源部は、第１のボディー部から第３の距離を有し、第２のボディー部から第
４の距離を有することができ、第３の距離と第４の距離は互いに異なってもよい。
【００３０】
　さらに他の実施形態は、第１の光源モジュールを有する第１の照明ユニットと、第２の
光源モジュールを有する第２の照明ユニットと、第１の照明ユニットと第２の照明ユニッ
トとの間に配置されて、第１の照明ユニットと第２の照明ユニットとを連結するブラケッ
トと、を備え、ブラケットは、第１の光源モジュールが配置される第１のボディー部と、
第２の光源モジュールが配置される第２のボディー部と、第１のボディー部と第２のボデ
ィー部との間に配置されて、第１のボディー部と第２のボディー部とを連結する連結部と
、を有し、連結部は第１の厚さを有し、第１のボディー部または第２のボディー部の厚さ
は第２の厚さを有し、第１の厚さは第２の厚さよりも大きくなっている。
【００３１】
　ここで、第１の厚さと第２の厚さとの比は、約１．０１～５：１でよい。
【００３２】
　また、第１の照明ユニットは、第１及び第２のリフレクタと、第１のリフレクタと第２
のリフレクタとの間に配置された第１の光源モジュールと、第２のリフレクタから一定の
空間を置いて配置された第１の光学部材と、を備え、第２のリフレクタと第１の光学部材
との間の空間にはエアーガイドが形成されてもよい。
【００３３】
　また、第２の照明ユニットは、第３及び第４のリフレクタと、第３のリフレクタと第４
のリフレクタとの間に配置された第２の光源モジュールと、第４のリフレクタから一定の
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空間を置いて配置された第２の光学部材と、を備え、第４のリフレクタと第２の光学部材
との間の空間にはエアーガイドが形成されてもよい。
【発明の効果】
【００３４】
　実施形態は、両面型ブラケットを用いて２個の照明ユニットを締結することによって、
大面積の照明ユニットを簡単に作製することができる。また、実施形態は、導光板を使用
せず、一部の傾斜面を有するエアーガイド用のリフレクタを用いることによって、軽量、
低作製コスト、且つ均一な輝度を提供することができる。したがって、照明ユニットの経
済性及び信頼性が向上する他、広い室内空間に適合したものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　下記の図面を参照して実施形態について詳細に説明する。ただし、図面中、同一の構成
要素には同一の参照符号を付する。
【図１Ａ】実施形態に係る照明ユニットを説明するための図である。
【図１Ｂ】実施形態に係る照明ユニットを説明するための図である。
【図１Ｃ】実施形態に係る照明ユニットを説明するための図である。
【図２】図１Ｃの一部領域を拡大した断面図である。
【図３】図１Ｃの一部領域を拡大した断面図である。
【図４】図１Ｃの一部領域を拡大した断面図である。
【図５】図２のブラケットを示す断面図である。
【図６Ａ】ブラケットのボディー部と連結部の厚さを示す断面図である。
【図６Ｂ】ブラケットのボディー部と連結部の厚さを示す断面図である。
【図７】第１、第２の照明ユニットに締結されたブラケットを示す断面図である。
【図８Ａ】第１の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図８Ｂ】第１の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図８Ｃ】第１の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図９Ａ】第２の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図９Ｂ】第２の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図９Ｃ】第２の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図１０】第３の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【図１１Ａ】ブラケットを示す斜視図である。
【図１１Ｂ】ブラケットを示す斜視図である。
【図１２Ａ】第１の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１２Ｂ】第１の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１２Ｃ】第１の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１３Ａ】第２の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１３Ｂ】第２の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１３Ｃ】第２の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【図１４】ブラケットの連結部を示す断面図である。
【図１５Ａ】ブラケットの連結部の締結領域を示す断面図である。
【図１５Ｂ】ブラケットの連結部の締結領域を示す断面図である。
【図１５Ｃ】ブラケットの連結部の締結領域を示す断面図である。
【図１６Ａ】第１、第２の照明ユニットとブラケットとの締結を示す斜視図である。
【図１６Ｂ】第１、第２の照明ユニットとブラケットとの締結を示す斜視図である。
【図１７】図１６ＢのＤ領域を拡大した断面図である。
【図１８】２－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラケットを示す断面図である。
【図１９】１－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラケットを示す断面図である。
【図２０】２－エッジ型の照明ユニットと１－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラ
ケットを示す断面図である。
【図２１】電源部の配置を示すブラケットの下部面の斜視図である。
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【図２２】電源部のカバー部材を示す斜視図である。
【図２３Ａ】第１の光源モジュールと第１及び第２のリフレクタとの配置関係を説明する
ための図である。
【図２３Ｂ】第１の光源モジュールと第１及び第２のリフレクタとの配置関係を説明する
ための図である。
【図２３Ｃ】第１の光源モジュールと第１及び第２のリフレクタとの配置関係を説明する
ための図である。
【図２３Ｄ】第１の光源モジュールと第１及び第２のリフレクタとの配置関係を説明する
ための図である。
【図２４Ａ】傾斜面を有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２４Ｂ】傾斜面を有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２４Ｃ】傾斜面を有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２４Ｄ】傾斜面を有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２５Ａ】反射パターンを有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２５Ｂ】反射パターンを有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２５Ｃ】反射パターンを有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２５Ｄ】反射パターンを有する第１のリフレクタを示す図である。
【図２６】第２のリフレクタの反射面を示す断面図である。
【図２７】第１の光学部材を示す斜視図である。
【図２８】実施形態に係る照明ユニットを有するディスプレイモジュールを示す図である
。
【図２９】実施形態に係るディスプレイ装置を示す図である。
【図３０】実施形態に係るディスプレイ装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、添付の図面を参照して実施形態を説明する。
【００３７】
　本実施形態の説明において、ある構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）の「上（上部）」または
「下（下部）」（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）に他の構成要素が形成されるという記載は、
これらの両構成要素が互いに直接（ｄｉｒｅｃｔｌｙ）接触して形成される場合も、これ
ら両構成要素の間に一つ以上のさらに他の構成要素が介在して（ｉｎｄｉｒｅｃｔｌｙ）
形成される場合も含むことができる。
【００３８】
　また、「上（上部）」または「下（下部）」（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）と表現された
場合は、一つの構成要素を基準に上方を指す場合もあり、下方を指す場合もある。
【００３９】
　図１Ａ乃至図１Ｃは、実施形態に係る照明ユニットを説明するためのもので、図１Ａは
上面斜視図で、図１Ｂは、図１ＡのＩ－Ｉ線切断面を示す斜視図で、図１Ｃは、図１Ａの
Ｉ－Ｉ線に沿う断面図である。
【００４０】
　図１Ａ乃至図１Ｃに示すように、実施形態は、第１の照明ユニット８０、第２の照明ユ
ニット９０、及び第１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９０とを連結するブラケ
ット５００を備えることができる。
【００４１】
　ここで、第１の照明ユニット８０は、第１及び第２のリフレクタ２１０，３１０、第１
の光源モジュール１１０、第１の光学部材６１０、第１のボトムカバー４１０、及び第１
のカバー部材７１０を備えることができる。
【００４２】
　そして、第２の照明ユニット９０は、第３及び第４のリフレクタ２２０，３２０、第２
の光源モジュール１２０、第２の光学部材６２０、第２のボトムカバー４２０、及び第２
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のカバー部材７２０を備えることができる。
【００４３】
　また、ブラケット５００は両面型ブラケットであり、第１の照明ユニット８０と第２の
照明ユニット９０との間に配置されて、第１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９
０とを連結することができる。
【００４４】
　また、ブラケット５００の下部には、第１、第２の照明ユニット８０，９０に電源を供
給する電源部７００、及び第４のカバー部材７４０を配置することができ、ブラケット５
００の上部には第３のカバー部材７３０を配置することができる。
【００４５】
　このように構成される実施形態についてより詳細に説明すると、下記の通りである。
【００４６】
　図２乃至図４は、図１Ｃの一部領域を拡大した断面図であり、図２は、図１ＣのＡ領域
を示す断面図であり、図３は、図１ＣのＢ領域を示す断面図であり、図４は、図１ＣのＣ
領域を示す断面図である。
【００４７】
　図２乃至図４に示すように、第１の照明ユニット８０は、２－エッジ型の照明ユニット
で、第２のリフレクタ３１０の一側に第１の光源モジュール１１０が配置され、第２のリ
フレクタ３１０の他側に第３の光源モジュール１３０が配置されている。
【００４８】
　場合によって、第１の照明ユニット８０は、第２のリフレクタ３１０の一側にのみ第１
の光源モジュール１１０が配置される１－エッジ型の照明ユニットでもよい。
【００４９】
　ここで、第１の照明ユニット８０が２－エッジ型の照明ユニットであると、第１の照明
ユニット８０の第１の光源モジュール１１０はブラケット５００に配置でき、第１の照明
ユニット８０の第３の光源モジュール１３０は第１のヒートバー（ｈｅａｔ　ｂａｒ）５
４０に配置できる。
【００５０】
　ここで、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２１０と第２のリフレクタ
３１０との間に配置され、第１のリフレクタ２１０または第２のリフレクタ３１０に隣接
していればよい。
【００５１】
　場合によって、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２１０に接するとと
もに、第２のリフレクタ３１０から一定の間隔を置いて配置されてもよく、第２のリフレ
クタ３１０に接するとともに、第１のリフレクタ２１０から一定の間隔を置いて配置され
てもよい。
【００５２】
　または、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２１０及び第２のリフレク
タ３１０の両方から一定の間隔を置いて配置されてもよく、第１のリフレクタ２１０及び
第２のリフレクタ３１０の両方に接して配置されてもよい。
【００５３】
　そして、第１の光源モジュール１１０は、電極パターンを有する基板、及び基板上に配
置された少なくとも一つの光源を備えることができる。
【００５４】
　ここで、第１の光源モジュール１１０の光源は、上面発光型（ｔｏｐ　ｖｉｅｗ　ｔｙ
ｐｅ）の発光ダイオードでよい。
【００５５】
　場合によって、光源は、側面発光型（ｓｉｄｅ　ｖｉｅｗ　ｔｙｐｅ）の発光ダイオー
ドでもよい。
【００５６】
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　そして、基板は、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ガラス、ポリカーボネート
（ＰＣ）、シリコン（Ｓｉ）から選ばれるいずれか一物質からなるＰＣＢ（Ｐｒｉｎｔｅ
ｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ）基板でもよく、フィルム形態のものでもよい。
【００５７】
　また、基板は、単層ＰＣＢ、多層ＰＣＢ、セラミック基板、メタルコアＰＣＢなどを選
択的に使用することができる。
【００５８】
　ここで、基板は、反射コーティングフィルム及び反射コーティング物質層のいずれか一
つが形成されてもよく、光源から生成された光を第２のリフレクタ３１０の中央領域に反
射させることができる。
【００５９】
　また、光源は、発光ダイオードチップ（ＬＥＤ　ｃｈｉｐ）でよく、発光ダイオードチ
ップは、ブルーＬＥＤチップまたは紫外線ＬＥＤチップで構成されてもよく、またはレッ
ドＬＥＤチップ、グリーンＬＥＤチップ、ブルーＬＥＤチップ、イエローグリーン（Ｙｅ
ｌｌｏｗ　ｇｒｅｅｎ）ＬＥＤチップ、ホワイトＬＥＤチップの少なくとも一つまたは２
以上を組み合わせたパッケージ形態で構成されてもよい。
【００６０】
　そして、ホワイトＬＥＤは、ブルーＬＥＤ上にイエロー燐光（Ｙｅｌｌｏｗ　ｐｈｏｓ
ｐｈｏｒ）を結合して具現してもよく、ブルーＬＥＤ上にレッド燐光（Ｒｅｄ　ｐｈｏｓ
ｐｈｏｒ）とグリーン燐光（Ｇｒｅｅｎ　ｐｈｏｓｐｈｏｒ）を同時に結合して具現して
もよく、ブルーＬＥＤ上にイエロー燐光（Ｙｅｌｌｏｗ　ｐｈｏｓｐｈｏｒ）、レッド燐
光（Ｒｅｄ　ｐｈｏｓｐｈｏｒ）及びグリーン燐光（Ｇｒｅｅｎ　ｐｈｏｓｐｈｏｒ）を
同時に結合して具現してもよい。
【００６１】
　また、第１のリフレクタ２１０と第２のリフレクタ３１０との間の空間にはエアーガイ
ド（ａｉｒ　ｇｕｉｄｅ）を有するように、第１のリフレクタ２１０と第２のリフレクタ
３１０とを一定の間隔を置いて相対して配置することができる。
【００６２】
　そして、第１のリフレクタ２１０は、反射コーティングフィルム及び反射コーティング
物質層のいずれか一つで形成されて、第１の光源モジュール１１０から生成された光を第
２のリフレクタ３１０の方向に反射させる役割を果たすことができる。
【００６３】
　また、第１のリフレクタ２１０の表面のうち、第１の光源モジュール１１０に面する表
面上には鋸歯状の反射パターンが形成され、反射パターンの表面は平面または曲面でよい
。
【００６４】
　第１のリフレクタ２１０の表面に反射パターンを形成すると、第１の光源モジュール１
１０で生成された光を第２のリフレクタ３１０の中央領域に反射させて、バックライトユ
ニットの中央領域における輝度を増大させることができる。
【００６５】
　第２のリフレクタ３１０は、ボトムカバー４１０により支持されており、且つアルミニ
ウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）などのような高反射
率を有する金属または金属酸化物を含むことができる。
【００６６】
　なお、第２のリフレクタ３１０は、一部に傾斜面を有することができる。第２のリフレ
クタ３１０の傾斜面は、第１の光源モジュール１１０及び第１のリフレクタ２１０の少な
くとも一方と重なることができる。
【００６７】
　ここで、第２のリフレクタ３１０の傾斜面は、第１のリフレクタ２１０の表面に対して
一定の角度で傾斜した面であればよく、凹面（ｃｏｎｃａｖｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）、凸面
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（ｃｏｎｖｅｘ　ｓｕｒｆａｃｅ）、平面（ｆｌａｔ　ｓｕｒｆａｃｅ）の少なくとも一
つでよい。
【００６８】
　場合によって、第２のリフレクタ３１０は、少なくとも一つの傾斜面及び少なくとも一
つの平面を有することができ、第２のリフレクタ３１０の平面は第１のリフレクタ２１０
と平行な面でよい。
【００６９】
　また、第２のリフレクタ３１０は、少なくとも一つの変曲点を有する少なくとも２個の
傾斜面を有し、変曲点を中心に隣接している第１、第２の傾斜面の曲率は互いに異なって
いてもよい。
【００７０】
　そして、第１の照明ユニット８０の第３の光源モジュール１３０を第１のヒートバー５
４０に配置することができる。ここで、第３の光源モジュール１３０は、第５のリフレク
タ２３０と第２のリフレクタ３１０との間に配置され、第５のリフレクタ２３０または第
２のリフレクタ３１０に隣接していればよい。
【００７１】
　また、第１の照明ユニット８０の第１のボトムカバー４１０は、第２のリフレクタ３１
０を支持することができる。この第１のボトムカバー４１０は、導電性物質を含むことが
できる。
【００７２】
　ここで、第１のボトムカバー４１０は、それ全体が導電体でもよく、場合によって、第
１のボトムカバー４１０の一部のみが導電体でもよい。
【００７３】
　このように第１のボトムカバー４１０が導電性物質を含むと、静電気による外部回路の
損傷を防止することができる。
【００７４】
　場合によって、第１のボトムカバー４１０は、一部に傾斜面を有することができ、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）などのような高
反射率を有する金属または金属酸化物を含んで構成されてもよい。
【００７５】
　そして、第１の照明ユニット８０の第１の光学部材６１０は、第２のリフレクタ３１０
から一定の空間を置いて配置されている。
【００７６】
　そして、第２のリフレクタ３１０と第１の光学部材６１０間の空間にはエアーガイド領
域を形成することができる。
【００７７】
　ここで、第１の光学部材６１０は上部表面に凹凸パターンを有することができる。
【００７８】
　第１の光学部材６１０は、第１の光源モジュール１１０から発された光を拡散させるた
めのもので、拡散効果を増大させるために上部表面に凹凸パターンを形成することができ
る。
【００７９】
　すなわち、第１の光学部材６１０は、複数の層で形成でき、凹凸パターンを最上層また
はいずれか一層の表面に有することができる。
【００８０】
　そして、凹凸パターンは、第１の光源モジュール１１０に並んで配置されるストライプ
形状を有することができる。
【００８１】
　この場合、凹凸パターンは、第１の光学部材６１０の表面に形成された突出部を有し、
突出部は、互いに向かい合う第１の面と第２の面とで構成され、第１の面と第２の面間の
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角は、鈍角または鋭角でよい。
【００８２】
　場合によって、第１の光学部材６１０は少なくとも一つのシートからなり、拡散シート
、プリズムシート、輝度強化シートなどを選択的に含むことができる。
【００８３】
　ここで、拡散シートは、光源から発された光を拡散させ、プリズムシートは、拡散され
た光を発光領域にガイドし、輝度強化シートは輝度を強化させる。
【００８４】
　一方、第２の照明ユニット９０は２－エッジ型の照明ユニットで、第４のリフレクタ３
２０の一側に第２の光源モジュール１２０が配置され、第４のリフレクタ３２０の他側に
第４の光源モジュール１４０が配置されている。
【００８５】
　場合によって、第２の照明ユニット９０は、第４のリフレクタ３２０の一側にのみ第２
の光源モジュール１２０が配置される１－エッジ型の照明ユニットでもよい。
【００８６】
　ここで、第２の照明ユニット９０が２－エッジ型の照明ユニットであると、第２の照明
ユニット９０の第２の光源モジュール１２０はブラケット５００に配置でき、第２の照明
ユニット９０の第４の光源モジュール１４０は第２のヒートバー５６０に配置できる。
【００８７】
　ここで、第２の光源モジュール１２０は第３のリフレクタ２２０と第４のリフレクタ３
２０との間に位置し、第３のリフレクタ２２０または第４のリフレクタ３２０に隣接して
いればよい。
【００８８】
　場合によって、第２の光源モジュール１２０は、第３のリフレクタ２２０に接するとと
もに、第４のリフレクタ３２０から一定の間隔を置いて配置されてもよく、第４のリフレ
クタ３２０に接するとともに、第３のリフレクタ２２０から一定の間隔を置いて配置され
てもよい。
【００８９】
　または、第２の光源モジュール１２０は、第３のリフレクタ２２０及び第４のリフレク
タ３２０の両方から一定の間隔を置いて配置されてもよく、第３のリフレクタ２２０及び
第４のリフレクタ３２０の両方に接して配置されてもよい。
【００９０】
　そして、第２の照明ユニット９０における、第２の光源モジュール１２０、第３のリフ
レクタ２２０及び第４のリフレクタ３２０は、第１の照明ユニット８０における、第１の
光源モジュール１１０、第１のリフレクタ２１０及び第２のリフレクタ３１０と同一に構
成され、詳細な説明は省略する。
【００９１】
　また、第２の照明ユニット９０の第４の光源モジュール１４０を第２のヒートバー５６
０に配置することができる。ここで、第４の光源モジュール１４０は、第６のリフレクタ
２４０と第４のリフレクタ３２０との間に配置され、第６のリフレクタ２４０または第４
のリフレクタ３２０に隣接していればよい。
【００９２】
　また、第２の照明ユニット９０の第２のボトムカバー４２０は、第４のリフレクタ３２
０を支持することができる。この第２のボトムカバー４２０は導電性物質を含むことがで
きる。
【００９３】
　ここで、第２のボトムカバー４２０の全体が導電体でもよく、場合によって、第２のボ
トムカバー４２０の一部のみ導電体でもよい。
【００９４】
　このように第２のボトムカバー４２０が導電性物質を含むと、静電気による外部回路の



(13) JP 2013-201127 A 2013.10.3

10

20

30

40

50

損傷を防止することができる。
【００９５】
　場合によって、第２のボトムカバー４２０は、一部に傾斜面を有することができ、アル
ミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）などのような高
反射率を有する金属または金属酸化物を含んで構成されてもよい。
【００９６】
　そして、第２の照明ユニット９０の第２の光学部材６２０は、第４のリフレクタ３２０
から一定の空間を置いて配置されている。
【００９７】
　そして、第４のリフレクタ３２０と第２の光学部材６２０との間の空間にはエアーガイ
ド領域を形成することができる。
【００９８】
　ここで、第２の照明ユニット９０の第２の光学部材６２０は第１の照明ユニット８０の
第１の光学部材６１０と同一に構成されるので、その詳細な説明は省略する。
【００９９】
　また、ブラケット５００は、第１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９０との間
に配置されて、第１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９０とを連結することがで
きる。
【０１００】
　ここで、ブラケット５００は、第１のボディー部、第２のボディー部、及び連結部を備
えることができる。
【０１０１】
　そして、ブラケット５００の第１のボディー部には第１の光源モジュール１１０を配置
し、ブラケット５００の第２のボディー部には第２の光源モジュール１２０を配置するこ
とができる。
【０１０２】
　また、ブラケット５００の連結部は、ブラケット５００の第１のボディー部と第２のボ
ディー部との間に配置されて、第１のボディー部と第２のボディー部とを連結することが
できる。
【０１０３】
　この場合、ブラケット５００の連結部を、第１のボディー部または第２のボディー部の
第１の端部から第１の距離だけ離れて配置し、第１のボディー部または第２のボディー部
の第２の端部から第２の距離だけ離れて配置することができ、ここで、第２の距離は第１
の距離よりも大きくすることができる。
【０１０４】
　また、ブラケット５００の下部には、第１、第２の照明ユニット８０，９０に電源を供
給する電源部７００、及び第４のカバー部材７４０を配置することができ、ブラケット５
００の上部には第３のカバー部材７３０を配置することができる。
【０１０５】
　ここで、ブラケット５００の全体を導電体（ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）にしてもよいが、場
合によって、ブラケット５００の一部のみを導電体にしてもよい。
【０１０６】
　このようにブラケット５００が導電性物質を含むと、静電気による電源部７００の損傷
を防止することができる。
【０１０７】
　図５は、図２のブラケットを示す断面図である。
【０１０８】
　図５に示すように、ブラケット５００は、第１の照明ユニット（図１Ａの８０）と第２
の照明ユニット（図１Ａの９０）との間に配置されて、第１の照明ユニット（図１Ａの８
０）と第２の照明ユニット（図１Ａの９０）とを連結することができる。
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【０１０９】
　ここで、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー部５０３、及
び連結部５０４を備えている。
【０１１０】
　そして、ブラケット５００の第１のボディー部５０２には第１の光源モジュール（図２
の１１０）が配置され、ブラケット５００の第２のボディー部５０３には第２の光源モジ
ュール（図２の１２０）が配置されるとよい。
【０１１１】
　また、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５０
２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボデ
ィー部５０３とを連結することができる。
【０１１２】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、第１のボディー部５０２または第２のボ
ディー部５０３の第１の端部から第１の距離ｄ１離れて配置され、第１のボディー部５０
２または第２のボディー部５０３の第２の端部から第２の距離ｄ２離れて配置されており
、第２の距離ｄ２は第１の距離ｄ１よりも大きくなっている。
【０１１３】
　ブラケット５００において、第１の距離ｄ１と第２の距離ｄ２との比は、約１：１．１
～３０でよい。
【０１１４】
　例えば、ブラケット５００の第２の距離ｄ２は、約２０～８０ｍｍでもよい。
【０１１５】
　このように連結部５０４を配置する理由は、ブラケット５００の連結部５０４の下部に
電源部（図２の７００）が配置されるからである。
【０１１６】
　すなわち、第２の距離ｄ２を第１の距離ｄ１よりも大きくする理由は、電源部（図２の
７００）が配置される空間を確保するためである。
【０１１７】
　このように電源部（図２の７００）をブラケット５００の連結部５０４の下部に配置す
ると、照明ユニットの全体的な厚さを減らす効果が得られる。
【０１１８】
　また、ブラケット５００が導電性物質であるから、静電気による電源部７００の損傷を
防止することができる。
【０１１９】
　そして、ブラケット５００の第１のボディー部５０２には、第１の照明ユニット（図１
Ａの８０）の第１の光源モジュール（図２の１１０）が配置され、ブラケット５００の第
２のボディー部５０３には第２の照明ユニット（図１Ａの９０）の第２の光源モジュール
（図２の１２０）が配置される。
【０１２０】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有し、第２のボディー部５０３から突出している第３の突
出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１２１】
　ここで、第１の突出部５０５は、第１のボディー部５０２の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第２の突出部５０６は、第１のボディー部５０２の第２
の端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
【０１２２】
　そして、第３の突出部５０７は、第２のボディー部５０３の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第４の突出部５０８は、第２のボディー部５０３の第２
の端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
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【０１２３】
　この場合、第１の突出部５０５は第１の照明ユニット（図１Ａの８０）の第１のリフレ
クタ（図２の２１０）と接触し、第２の突出部５０６は第１の照明ユニット（図１Ａの８
０）の第１のボトムカバー４１０と接触することができる。
【０１２４】
　そして、第３の突出部５０７は第２の照明ユニット（図１Ａの９０）の第３のリフレク
タ（図２の２２０）と接触し、第４の突出部５０８は第２の照明ユニット（図１Ａの９０
）の第２のボトムカバー４２０と接触することができる。
【０１２５】
　図６Ａ及び図６Ｂは、ブラケットのボディー部と連結部の厚さを示す断面図である。
【０１２６】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２
のボディー部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１２７】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０１２８】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は第１の厚さｔ１を有し、ブラケット５００
の第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３は第２の厚さｔ２を有し、第１
の厚さｔ１は第２の厚さｔ２より厚くてもよい。
【０１２９】
　ここで、第１の厚さｔ１と第２の厚さｔ２との比は、約１．０１～５：１でよい。
【０１３０】
　このように、ブラケット５００の連結部５０４の厚さを、ブラケット５００の第１のボ
ディー部５０２または第２のボディー部５０３の厚さよりも大きくする理由は、ブラケッ
ト５００の連結部５０４の下部に電源部（図２の７００）が配置されるからである。
【０１３１】
　すなわち、ブラケット５００の連結部５０４は、電源部（図２の７００）との締結空間
が必要であるとともに、電源部（図２の７００）の重さによる反りを防止するために、所
定の厚さを有するように作製することが好ましい。
【０１３２】
　場合によって、図６Ｂに示すように、ブラケット５００の連結部５０４と、ブラケット
５００の第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の厚さとが互いに同一で
あってもよい。
【０１３３】
　例えば、電源部（図２の７００）が大きくないと、電源部（図２の７００）は軽量にな
るはずなので、ブラケット５００の連結部５０４の厚さと、ブラケット５００の第１のボ
ディー部５０２または第２のボディー部５０３の厚さとを同一に作製してもよい。
【０１３４】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１３５】
　ここで、第１の突出部５０５は第１の照明ユニット（図１Ａの８０）の第１のリフレク
タ（図２の２１０）と接触し、第２の突出部５０６は第１の照明ユニット（図１Ａの８０
）の第１のボトムカバー４１０と接触できる。
【０１３６】
　そして、第３の突出部５０７は第２の照明ユニット（図１Ａの９０）の第３のリフレク
タ（図２の２２０）と接触し、第４の突出部５０８は第２の照明ユニット（図１Ａの９０
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）の第２のボトムカバー４２０と接触できる。
【０１３７】
　図７は、第１、第２の照明ユニットに締結されたブラケットを示す断面図である。
【０１３８】
　図７に示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー部
５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１３９】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１４０】
　ここで、第１の突出部５０５は、第１のボディー部５０２の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第２の突出部５０６は、第１のボディー部５０２の第２
の端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
【０１４１】
　そして、第３の突出部５０７は、第２のボディー部５０３の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第４の突出部５０８は、第２のボディー部５０３の第２
の端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
【０１４２】
　また、ブラケット５００の第１のボディー部５０２には第１の光源モジュール１１０が
配置され、ブラケット５００の第２のボディー部５０３には第２の光源モジュール１２０
が配置されている。
【０１４３】
　また、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５０
２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボデ
ィー部５０３とを連結している。
【０１４４】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、第１のボディー部５０２の第１の光源モ
ジュール１１０と第２のボディー部５０３の第２の光源モジュール１２０に対応して配置
されている。
【０１４５】
　そして、ブラケット５００の第１の突出部５０５の下部面５０５ｂには、第１の照明ユ
ニット（図２Ａの８０）の第１のリフレクタ２１０が配置され、ブラケット５００の第１
の突出部５０５の上部面５０５ａには、第１の光学部材６１０が配置されてもよい。
【０１４６】
　また、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、第１の照明ユニット（図２Ａの８０
）の第１のボトムカバー４１０と接している。
【０１４７】
　ここで、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、外部の第１の締結ねじ５９１によ
り、第１のボトムカバー４１０と締結されている。
【０１４８】
　また、ブラケット５００の第３の突出部５０７の下部面５０７ｂには、第２の照明ユニ
ット（図１Ａの９０）の第３のリフレクタ２２０が配置され、ブラケット５００の第３の
突出部５０７の上部面５０７ａには、第２の光学部材６２０が配置されている。
【０１４９】
　また、ブラケット５００の第４の突出部５０８は第２の照明ユニット（図１Ａの９０）
の第２のボトムカバー４２０と接している。
【０１５０】
　ここで、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、外部の第２の締結ねじ５９２によ
り、第２のボトムカバー４２０と締結されている。
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【０１５１】
　図８Ａ乃至図８Ｃは、第１の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図で
ある。
【０１５２】
　図８Ａ乃至図８Ｃに示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２
のボディー部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１５３】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０１５４】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１５５】
　ここで、ブラケット５００の第１の突出部５０５は第１のボディー部５０２から第１の
高さｈ１で突出しており、ブラケット５００の第２の突出部５０６は第１のボディー部５
０２から第２の高さｈ２で突出している。
【０１５６】
　ここで、図８Ａに示すように、第１の高さｈ１は第２の高さｈ２より大きくてもよい。
【０１５７】
　場合によって、図８Ｂに示すように、第１の高さｈ１と第２の高さｈ２が互いに同一で
あってもよい。
【０１５８】
　場合によっては、図８Ｃに示すように、第１の高さｈ１が第２の高さｈ２より小さくて
もよい。
　そして、ブラケット５００の第３の突出部５０７は、第２のボディー部５０３から第３
の高さｈ３で突出しており、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、第２のボディー
部５０３から第４の高さｈ４で突出している。
【０１５９】
　ここで、図８Ａに示すように、第３の高さｈ３は第４の高さｈ４より大きくてもよい。
【０１６０】
　場合によって、図８Ｂに示すように、第３の高さｈ３と第４の高さｈ４が互いに同一で
あってもよい。
【０１６１】
　場合によっては、図８Ｃに示すように、第３の高さｈ３が第４の高さｈ４より小さくて
もよい。
【０１６２】
　このように、ブラケットの突出部は、照明ユニットの大きさ及び厚さに応じて様々な高
さに設計することができる。
【０１６３】
　図９Ａ乃至図９Ｃは、第２の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図で
ある。
【０１６４】
　図９Ａ乃至図９Ｃに示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２
のボディー部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１６５】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
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【０１６６】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１６７】
　ここで、ブラケット５００の第１の突出部５０５は、第１のボディー部５０２から第１
の高さｈ１で突出しており、ブラケット５００の第３の突出部５０７は、第２のボディー
部５０３から第３の高さｈ３で突出している。
【０１６８】
　ここで、図９Ａに示すように、第１の高さｈ１は第３の高さｈ３より大きくてもよい。
【０１６９】
　場合によって、図９Ｂに示すように、第１の高さｈ１と第３の高さｈ３は互いに同一で
あってもよい。
【０１７０】
　場合によっては、図９Ｃに示すように、第１の高さｈ１が第３の高さｈ３より小さくて
もよい。
【０１７１】
　そして、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、第１のボディー部５０２から第２
の高さｈ２で突出しており、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、第２のボディー
部５０３から第４の高さｈ４で突出している。
【０１７２】
　ここで、図９Ａに示すように、第２の高さｈ２は第４の高さｈ４より大きくてもよい。
【０１７３】
　場合によって、図９Ｂに示すように、第２の高さｈ２と第４の高さｈ４は互いに同一で
あってもよい。
【０１７４】
　場合によっては、図９Ｃに示すように、第２の高さｈ２が第４の高さｈ４より小さくて
もよい。
【０１７５】
　このように、ブラケットの突出部を、照明ユニットの大きさ及び厚さに応じて様々な高
さに設計することができる。
【０１７６】
　図１０は、第３の実施形態に係るブラケットの突出部の高さを示す断面図である。
【０１７７】
　図１０に示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー
部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１７８】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０１７９】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１８０】
　そして、ブラケット５００は、第１の突出部５０５と第２の突出部５０６との間に配置
された第５の突出部５０９を有することができ、第３の突出部５０７と第４の突出部５０
８との間に配置された第６の突出部５１０を有することができる。
【０１８１】
　ここで、ブラケット５００の第５の突出部５０９は、第１のボディー部５０２から第１
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の突出部５０５と同じ方向に突出しており、ブラケット５００の第６の突出部５１０は、
第２のボディー部５０３から第３の突出部５０７と同じ方向に突出している。
【０１８２】
　また、ブラケット５００の第１の突出部５０５は、第１のボディー部５０２から第１の
高さｈ１で突出しており、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、第１のボディー部
５０２から第２の高さｈ２で突出しており、ブラケット５００の第５の突出部５０９は、
第１のボディー部５０２から第５の高さｈ５で突出している。
【０１８３】
　ここで、図１０に示すように、第５の高さｈ５は、第１、第２の高さｈ１、ｈ２より低
くてもよい。
【０１８４】
　場合によって、第５の高さｈ５は、第１の高さｈ１または第２の高さｈ２と互いに同一
であってもよい。
【０１８５】
　そして、ブラケット５００の第３の突出部５０７は、第２のボディー部５０３から第３
の高さｈ３で突出しており、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、第２のボディー
部５０３から第４の高さｈ４で突出しており、ブラケット５００の第６の突出部５１０は
、第２のボディー部５０３から第６の高さｈ６で突出している。
【０１８６】
　ここで、図１０に示すように、第６の高さｈ６は、第３、第４の高さｈ３、ｈ４より小
さくてもよい。
【０１８７】
　場合によって、第６の高さｈ６は、第３の高さｈ３または第４の高さｈ４と互いに同一
であってもよい。
【０１８８】
　このように、ブラケットの突出部を、照明ユニットの大きさ及び厚さに応じて様々な高
さに設計することができる。
【０１８９】
　図１１Ａ及び図１１Ｂはブラケットを示す図で、図１１Ａは上面斜視図、図１１Ｂは下
面斜視図である。
【０１９０】
　図１１Ａ及び図１１Ｂに示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、
第２のボディー部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０１９１】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０１９２】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０１９３】
　そして、ブラケット５００は、第１の突出部５０５と第２の突出部５０６との間に配置
された第５の突出部５０９を有することができ、第３の突出部５０７と第４の突出部５０
８との間に配置された第６の突出部５１０を有することができる。
【０１９４】
　このように構成されたブラケット５００は、第１の照明ユニット（図１Ａの８０）及び
第２の照明ユニット（図１Ａの９０）のボトムカバーとカバー部材に連結される。
【０１９５】
　そのため、ブラケット５００の連結部５０４には、照明ユニットのカバー部材と連結す
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るための第１、第２の締結孔５１４、５１５が形成されており、ブラケット５００の第２
の突出部５０６及び第４の突出部５０８には、照明ユニットのボトムカバーと連結するた
めの第３の締結孔５１８が形成されている。
【０１９６】
　図１２Ａ乃至図１２Ｃは、第１の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【０１９７】
　図１２Ａ乃至図１２Ｃに示すように、ブラケット５００は、第１の照明ユニット（図１
Ａの８０）と第２の照明ユニット（図１Ａの９０）との間に配置されて、第１の照明ユニ
ット（図１Ａの８０）と第２の照明ユニット（図１Ａの９０）を連結することができる。
【０１９８】
　ここで、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー部５０３、及
び連結部５０４を有することができる。
【０１９９】
　そして、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０２００】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４は、第１のボディー部５０２または第２のボ
ディー部５０３の第１の端部から第１の距離ｄ１離れて配置され、第１のボディー部５０
２または第２のボディー部５０３の第２の端部から第２の距離ｄ２離れて配置されており
、第２の距離ｄ２は第１の距離ｄ１よりも大きければよい。
【０２０１】
　すなわち、ブラケット５００の第１の距離ｄ１は、ブラケット５００の連結部５０４の
上部面５０４ａから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第１の端部
までの距離であり、ブラケット５００の第２の距離ｄ２は、ブラケット５００の連結部５
０４の下部面５０４ｂから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第２
の端部までの距離である。
【０２０２】
　ここで、ブラケット５００の第１の距離ｄ１と第２の距離ｄ２との比は、約１：１．１
～３０でよい。
【０２０３】
　一例として、ブラケット５００の第２の距離ｄ２は、約２０～８０ｍｍでよい。
【０２０４】
　このように連結部５０４を配置する理由は、ブラケット５００の連結部５０４の下部に
電源部７００が配置されるからである。
【０２０５】
　すなわち、第２の距離ｄ２を第１の距離ｄ１よりも大きくする理由は、電源部７００が
配置される空間を確保するためである。
【０２０６】
　このように電源部７００をブラケット５００の連結部５０４の下部に配置すると、照明
ユニットの全体的な厚さを減らすことができる。
【０２０７】
　ここで、電源部７００は、ブラケット５００の連結部５０４の下部面５０４ｂに配置さ
れており、電源部７００の全部は、図１２Ａに示すように、連結部５０４の下部面５０４
ｂから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第２の端部までの第２の
距離ｄ２内に配置されてもよい。
【０２０８】
　すなわち、電源部７００の下部面７００ａは、図１２Ａに示すように、連結部５０４の
下部面５０４ｂから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第２の端部
までの第２の距離ｄ２内に配置される。
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【０２０９】
　場合によって、電源部７００の全部は、図１２Ｂに示すように、連結部５０４の下部面
５０４ｂから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第２の端部までの
第２の距離ｄ２内に配置され、電源部７００の下部面７００ａが、第１のボディー部５０
２または第２のボディー部５０３の第２の端部に配置されてもよい。
【０２１０】
　場合によっては、電源部７００の一部は、図１２Ｃに示すように、連結部５０４の下部
面５０４ｂから第１のボディー部５０２または第２のボディー部５０３の第２の端部まで
の第２の距離ｄ２内に配置され、電源部７００の残りの部分はブラケット５００の外部に
突出してもよい。
【０２１１】
　この場合、電源部７００の下部面７００ａは、第１のボディー部５０２または第２のボ
ディー部５０３の第２の端部を越えたブラケット５００の外部に配置される。
【０２１２】
　このように、ブラケットの大きさ及び厚さに応じて電源部７００を様々な高さに設計す
ることができる。
【０２１３】
　図１３Ａ乃至図１３Ｃは、第２の実施形態に係る電源部の配置を示す断面図である。
【０２１４】
　図１３Ａ乃至図１３Ｃに示すように、ブラケット５００は、第１の照明ユニット（図１
Ａの８０）と第２の照明ユニット（図１Ａの９０）との間に配置されて、第１の照明ユニ
ット（図１Ａの８０）と第２の照明ユニット（図１Ａの９０）とを連結することができる
。
【０２１５】
　ここで、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー部５０３、及
び連結部５０４を有することができる。
【０２１６】
　そして、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０２１７】
　また、電源部７００は、ブラケット５００の連結部５０４の下部面５０４ｂに配置され
ている。
【０２１８】
　すなわち、電源部７００は、ブラケット５００の第１のボディー部５０２と第２のボデ
ィー部５０３との間に配置されて、ブラケット５００の連結部５０４に締結される。
【０２１９】
　ここで、電源部７００の一部または全部は、ブラケット５００の連結部５０４と第１の
ボディー部５０２または第２のボディー部５０３との間の距離内に配置されてもよく、場
合によって、ブラケット５００の連結部５０４と第１のボディー部５０２または第２のボ
ディー部５０３との間の距離を越えて外部に突出してもよい。
【０２２０】
　また、電源部７００は、ブラケット５００の第１のボディー部５０２から第３の距離ｄ
３を有し、ブラケット５００の第２のボディー部５０３から第４の距離ｄ４を有すること
ができる。
【０２２１】
　すなわち、電源部７００の第３の距離ｄ３は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２の側面と電源部７００の一側面との間の距離であり、電源部７００の第４の距離ｄ４
は、ブラケット５００の第２のボディー部５０３の側面と電源部７００の他側面との間の
距離である。
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【０２２２】
　一例として、電源部７００の第３の距離ｄ３または第４の距離ｄ４は、約１～４０ｍｍ
でよい。
【０２２３】
　このように、ブラケット５００の第１、第２のボディー部５０２、５０３から一定の距
離を置いて電源部７００を配置すると、電源部７００から発生した熱を容易に放出するこ
とができる。
【０２２４】
　ここで、電源部７００の第３の距離ｄ３と第４の距離ｄ４は、図１３Ａに示すように、
互いに同一でよい。
【０２２５】
　場合によって、電源部７００の第３の距離ｄ３は、図１３Ｂに示すように、電源部７０
０の第４の距離ｄ４よりも大きくてもよい。
【０２２６】
　場合によっては、電源部７００の第３の距離ｄ３は、図１３Ｃに示すように、電源部７
００の第４の距離ｄ４よりも小さくてもよい。
【０２２７】
　このように、電源部７００は、大きさ及び高さに応じて、ブラケット５００からの距離
を様々に設計することができる。
【０２２８】
　また、電源部７００をブラケット５００の連結部５０４の下部に配置することによって
、照明ユニットの全体的な厚さを減らすという効果も得られる。
【０２２９】
　図１４は、ブラケットの連結部を示す断面図である。
【０２３０】
　図１４に示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー
部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０２３１】
　そして、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０２３２】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４の上部面５０４ａには締結溝が設けられて、
該締結溝に第１、第２のカバー部材７１０、７２０の締結部が締結されてもよい。
【０２３３】
　また、ブラケット５００の連結部５０４の下部面５０４ｂには締結突起が設けられて、
該締結突起に電源部７００の締結部が締結されてもよい。
【０２３４】
　ここで、ブラケット５００の連結部５０４の締結突起は、ブラケット５００の連結部５
０４の締結溝と対応して配置されるとよい。
【０２３５】
　図１５Ａ乃至図１５Ｃは、ブラケットの連結部の締結領域を示す断面図である。
【０２３６】
　図１５Ａ及び図１５Ｂに示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、
第２のボディー部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０２３７】
　そして、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５
０２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボ
ディー部５０３とを連結することができる。
【０２３８】
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　ここで、ブラケット５００の連結部５０４の上部面５０４ａには締結溝５６２が設けら
れてもよく、この締結溝５６２に、第１の照明ユニット（図１Ａの８０）の第１のカバー
部材（図２の７１０）及び第２の照明ユニット（図１Ａの９０）の第２のカバー部材（図
２の７２０）を締結することができる。
【０２３９】
　また、ブラケット５００の連結部５０４の下部面５０４ｂには締結突起５６４が設けら
れてもよく、この締結突起５６４に電源部（図２の７００）を締結することができる。
【０２４０】
　このように、ブラケット５００の連結部５０４は、図１５Ａに示すように、上部面５０
４ａには締結溝５６２が設けられ、下部面５０４ｂには締結突起５６４が設けられなくて
もよい。
【０２４１】
　そして、ブラケット５００の連結部５０４は、図１５Ｂに示すように、上部面５０４ａ
には締結溝５６２が設けられず、下部面５０４ｂには締結突起５６４が設けられてもよい
。
【０２４２】
　また、ブラケット５００の連結部５０４は、図１５Ｃに示すように、上部面５０４ａに
は締結溝５６２が設けられ、下部面５０４ｂには締結突起５６４が設けられてもよい。
【０２４３】
　この場合、ブラケット５００の連結部５０４の締結突起５６４は、ブラケット５００の
連結部５０４の締結溝５６２に対応するように配置されるとよい。
【０２４４】
　図１６Ａ及び図１６Ｂは、第１、第２の照明ユニットとブラケットとの締結を示す斜視
図で、図１６Ａは締結前を示し、図１６Ｂは締結後を示している。
【０２４５】
　図１６Ａ及び図１６Ｂに示すように、ブラケット５００は両面型ブラケットであって、
第１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９０との間に配置されている。
【０２４６】
　そして、ブラケット５００の第１のボディー部（図５の５０２）には第１の光源モジュ
ール（図２の１１０）が配置され、ブラケット５００の第２のボディー部（図５の５０３
）には第２の光源モジュール（図２の１２０）が配置されている。
【０２４７】
　また、第１の照明ユニット８０の第１のボトムカバー（図２の４１０）は、ブラケット
５００の第２の突出部（図５の５０６）と締結され、第２の照明ユニット９０の第２のボ
トムカバー（図２の４２０）は、ブラケットの第４の突出部（図５の５０８）と締結され
ている。
【０２４８】
　図１７は、図１６ＢのＤ領域を拡大した断面図である。
【０２４９】
　図１７に示すように、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２、第２のボディー
部５０３、及び連結部５０４を有することができる。
【０２５０】
　また、ブラケット５００は、第１のボディー部５０２から突出している第１の突出部５
０５及び第２の突出部５０６を有することができ、第２のボディー部５０３から突出して
いる第３の突出部５０７及び第４の突出部５０８を有することができる。
【０２５１】
　ここで、第１の突出部５０５は、第１のボディー部５０２の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第２の突出部５０６は、第１のボディー部５０２の第２
の端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
【０２５２】
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　そして、第３の突出部５０７は、第２のボディー部５０３の第１の端部から連結部５０
４と反対の方向に突出しており、第４の突出部５０８は第２のボディー部５０３の第２の
端部から連結部５０４と反対の方向に突出している。
【０２５３】
　また、ブラケット５００の第１のボディー部５０２には第１の光源モジュール１１０が
配置され、ブラケット５００の第２のボディー部５０３には第２の光源モジュール１２０
が配置されている。
【０２５４】
　また、ブラケット５００の連結部５０４は、ブラケット５００の第１のボディー部５０
２と第２のボディー部５０３との間に配置されて、第１のボディー部５０２と第２のボデ
ィー部５０３とを連結することができる。
【０２５５】
　そして、ブラケット５００の第１の突出部５０５の下部面５０５ｂには第１の照明ユニ
ット（図１Ａの８０）の第１のリフレクタが配置され、ブラケット５００の第１の突出部
５０５の上部面５０５ａには第１の光学部材が配置されてもよい。
【０２５６】
　また、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、第１の照明ユニット（図１Ａの８０
）の第１のボトムカバー４１０と接している。
【０２５７】
　ここで、ブラケット５００の第２の突出部５０６は、外部の第１の締結ねじ５９１によ
り第１のボトムカバー４１０に締結されている。
【０２５８】
　また、ブラケット５００の第３の突出部５０７の下部面５０７ｂには、第２の照明ユニ
ット（図１Ａの９０）の第３のリフレクタが配置され、ブラケット５００の第３の突出部
５０７の上部面５０７ａには第２の光学部材が配置されてもよい。
【０２５９】
　また、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、第２の照明ユニット（図１Ａの９０
）の第２のボトムカバー４２０と接している。
【０２６０】
　ここで、ブラケット５００の第４の突出部５０８は、外部の第２の締結ねじ５９２によ
り第２のボトムカバー４２０に締結されている。
【０２６１】
　このように、実施形態のブラケット５００は第１の照明ユニットと第２の照明ユニット
を簡単に締結でき、よって、大面積の照明ユニットの作製に非常に有利である。
【０２６２】
　図１８は、２－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラケットを示す断面図であり、
図１９は、１－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラケットを示す断面図であり、図
２０は、２－エッジ型の照明ユニットと１－エッジ型の照明ユニットが締結されたブラケ
ットを示す断面図である。
【０２６３】
　図１８に示すように、ブラケット５００の両側にはそれぞれ２－エッジ型の第１の照明
ユニット８０と２－エッジ型の第２の照明ユニット９０が配置されている。
【０２６４】
　ここで、第１の照明ユニット８０は、第２のリフレクタ３１０が配置された第１のボト
ムカバー４１０の一側に第１の光源モジュール１１０が配置され、第２のリフレクタ３１
０が配置された第１のボトムカバー４１０の他側に第３の光源モジュール１３０が配置さ
れている。
【０２６５】
　この場合、第１の光源モジュール１１０はブラケット５００に配置され、第３の光源モ
ジュール１３０は、第１のヒートバー（ｈｅａｔ　ｂａｒ）５４０に配置されるとよい。
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【０２６６】
　また、第１の光学部材６１０は第２のリフレクタ３１０から一定の空間を置いて配置さ
れ、第２のリフレクタ３１０と第１の光学部材６１０との間の空間にエアーガイド領域を
形成することができる。
【０２６７】
　また、第２の照明ユニット９０は、第４のリフレクタ３２０が配置された第２のボトム
カバー４２０の一側に第２の光源モジュール１２０が配置され、第４のリフレクタ３２０
が配置された第２のボトムカバー４２０の他側に第４の光源モジュール１４０が配置され
ている。
【０２６８】
　この場合、第２の光源モジュール１２０はブラケット５００に配置され、第４の光源モ
ジュール１４０は第２のヒートバー５６０に配置されるとよい。
【０２６９】
　また、第２の光学部材６２０は、第４のリフレクタ３２０から一定の空間を置いて配置
され、第４のリフレクタ３２０と第２の光学部材６２０との間の空間にはエアーガイド領
域が形成されてもよい。
【０２７０】
　また、図１９に示すように、ブラケット５００の両側にはそれぞれ１－エッジ型の第１
の照明ユニット８０と１－エッジ型の第２の照明ユニット９０が配置されてもよい。
【０２７１】
　ここで、第１の照明ユニット８０は、第２のリフレクタ３１０が配置された第１のボト
ムカバー４１０の一側に第１の光源モジュール１１０が配置されている。
【０２７２】
　この場合、第１の光源モジュール１１０はブラケット５００に配置されるとよい。
【０２７３】
　また、第１の光学部材６１０は第２のリフレクタ３１０から一定の空間を置いて配置さ
れ、第２のリフレクタ３１０と第１の光学部材６１０との間の空間にはエアーガイド領域
が形成されてもよい。
【０２７４】
　また、第２の照明ユニット９０は、第４のリフレクタ３２０が配置された第２のボトム
カバー４２０の一側に第２の光源モジュール１２０が配置されている。
【０２７５】
　この場合、第２の光源モジュール１２０はブラケット５００に配置されるとよい。
【０２７６】
　また、第２の光学部材６２０は第４のリフレクタ３２０から一定の空間を置いて配置さ
れ、第４のリフレクタ３２０と第２の光学部材６２０との間の空間にはエアーガイド領域
が形成されてもよい。
【０２７７】
　そして、図２０に示すように、ブラケット５００の一側には１－エッジ型の第１の照明
ユニット８０が配置され、ブラケット５００の他側には２－エッジ型の第２の照明ユニッ
ト９０が配置されてもよい。
【０２７８】
　ここで、第１の照明ユニット８０は、第２のリフレクタ３１０が配置された第１のボト
ムカバー４１０の一側に第１の光源モジュール１１０が配置されている。
【０２７９】
　この場合、第１の光源モジュール１１０はブラケット５００に配置されるとよい。
【０２８０】
　また、第１の光学部材６１０は第２のリフレクタ３１０から一定の空間を置いて配置さ
れ、第２のリフレクタ３１０と第１の光学部材６１０との間の空間にはエアーガイド領域
が形成されてもよい。
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【０２８１】
　また、第２の照明ユニット９０は、第４のリフレクタ３２０が配置された第２のボトム
カバー４２０の一側に第２の光源モジュール１２０が配置され、第４のリフレクタ３２０
が配置された第２のボトムカバー４２０の他側に第４の光源モジュール１４０が配置され
ている。
【０２８２】
　この場合、第２の光源モジュール１２０はブラケット５００に配置され、第４の光源モ
ジュール１４０は第２のヒートバー５６０に配置されるとよい。
【０２８３】
　また、第２の光学部材６２０は第４のリフレクタ３２０から一定の空間を置いて配置さ
れ、第４のリフレクタ３２０と第２の光学部材６２０との間の空間にはエアーガイド領域
が形成されてもよい。
【０２８４】
　図２１は、電源部の配置を示すブラケットの下部面斜視図であり、図２２は、電源部の
カバー部材を示す斜視図である。
【０２８５】
　図２１及び図２２に示すように、ブラケット５００は、両面型ブラケットであって、第
１の照明ユニット８０と第２の照明ユニット９０との間に配置されて、第１の照明ユニッ
ト８０と第２の照明ユニット９０とを連結することができる。
【０２８６】
　また、ブラケット５００の下部には、第１、第２の照明ユニット８０，９０に電源を供
給する電源部７００及び第４のカバー部材７４０が配置されている。
【０２８７】
　ここで、ブラケット５００の全体が導電体（ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）でもよいが、場合に
よって、ブラケット５００の一部のみが導電体でもよい。
【０２８８】
　ブラケット５００に導電性物質を含める理由は、静電気による電源部７００の損傷を防
止するためである。
【０２８９】
　このように電源部７００をブラケット５００の下部に配置することによって、照明ユニ
ットの全体的な厚さを減らすことができる。
【０２９０】
　また、ブラケット５００を導電性物質にすることによって、静電気による電源部７００
の損傷を防止することができる。
【０２９１】
　そして、第４のカバー部材７４０は導電体でよいが、場合によって、第４のカバー部材
７４０の一部は不導電体でもよい。
【０２９２】
　図２３Ａ乃至図２３Ｄは、第１の光源モジュールと第１及び第２のリフレクタとの配置
関係を説明するための図である。
【０２９３】
　図２３Ａは、第１のリフレクタ２１０及び第２のリフレクタ３１０の両方から一定の間
隔を置いて配置された第１の光源モジュール１１０を示す図であり、図２３Ｂは、第１の
リフレクタ２１０及び第２のリフレクタ３１０の両方に接して配置された第１の光源モジ
ュール１１０を示す図であり、図２３Ｃは、第１のリフレクタ２１０に接するとともに、
第２のリフレクタ３１０から一定の間隔を置いて配置された第１の光源モジュール１１０
を示す図であり、図２３Ｄは、第１のリフレクタ２１０から一定の間隔を置いて配置され
るとともに、第２のリフレクタ３１０に接している第１の光源モジュール１１０を示す図
である。
【０２９４】
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　図２３Ａに示すように、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２１０から
第１の距離ｄ３１だけ離れており、第２のリフレクタ３１０から第２の距離ｄ３２だけ離
れている。
【０２９５】
　ここで、第１の距離ｄ３１と第２の距離ｄ３２は互いに同一であってもよく、互いに異
なっていてもよい。
【０２９６】
　一例として、第１の距離ｄ３１は第２の距離ｄ３２よりも小さいとよい。
【０２９７】
　これは、第１の距離ｄ３１が第２の距離ｄ３２よりも大きいと、ホットスポット（ｈｏ
ｔｓｐｏｔ）現象が現れることがあるからである。
【０２９８】
　また、図２３Ｂに示すように、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２１
０及び第２のリフレクタ３１０の両方に接していてもよい。
【０２９９】
　ここで、第１の光源モジュール１１０が第１及び第２のリフレクタ２１０，３１０に接
することによって、ホットスポットを防止し、第１の光源モジュール１１０から遠い領域
へ光を伝送でき、かつ全体的なバックライトユニットの厚さを減らすことができる。
【０３００】
　そして、図２３Ｃに示すように、第１の光源モジュール１１０は、第１のリフレクタ２
１０に接しており、第２のリフレクタ３１０から距離ｄだけ離れていてもよい。
【０３０１】
　ここで、第１の光源モジュール１１０が第１のリフレクタ２１０に接することによって
、ホットスポット防止し、第１の光源モジュール１１０から遠い領域に光を伝送すること
ができる。
【０３０２】
　また、図２３Ｄに示すように、第１の光源モジュール１１０は、第２のリフレクタ３１
０に接しており、第１のリフレクタ２１０から距離ｄだけ離れていてもよい。
【０３０３】
　以上、一例として、第１の照明ユニットの第１の光源モジュール１１０と第１及び第２
のリフレクタ２１０，３１０との配置関係を説明したが、第２の照明ユニットの第２の光
源モジュール１２０と第３及び第４のリフレクタ２２０，３２０との配置関係についても
同様の適用が可能である。
【０３０４】
　図２４Ａ乃至図２４Ｄは傾斜面を有する第１のリフレクタを示す図である。図２４Ａは
、傾斜面が平面である場合を示し、図２４Ｂ、図２４Ｃ及び図２４Ｄは、傾斜面が曲面で
ある場合を示す。
【０３０５】
　図２４Ａ乃至図２４Ｄに示すように、第２のリフレクタ３１０に面する第１のリフレク
タ２１０の一側表面は、第１のリフレクタ２１０の他側表面に対して一定の角度で傾斜し
た傾斜面を有することができる。
【０３０６】
　ここで、傾斜面の傾斜角度θは、第１のリフレクタ２１０の他側表面と平行な水平面に
対して１～８５°の角度でよい。
【０３０７】
　したがって、第１のリフレクタ２１０の厚さは、第１の光源モジュール１１０から遠ざ
かるにつれて、順次減少することもあり、順次増加することもある。
【０３０８】
　すなわち、第１のリフレクタ２１０は、第１の光源モジュール１１０に隣接した領域の
厚さｔ１と第１の光源モジュール１１０から遠い領域の厚さｔ２とが互いに異なっていて
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もよく、例えば、図２４Ａ及び図２４Ｂに示すように、第１の光源モジュール１１０に隣
接した領域の厚さｔ１が、第１の光源モジュール１１０から遠い領域の厚さｔ２よりも大
きくてもよい。
【０３０９】
　場合によっては、図２４Ｃ及び図２４Ｄに示すように、第１の光源モジュール１１０に
隣接した領域の厚さｔ１が、第１の光源モジュール１１０から遠い領域の厚さｔ２よりも
小さくてもよい。
【０３１０】
　また、図２４Ｄに示すように、第１のリフレクタ２１０は、傾斜面、平面の両方を有し
てもよい。
【０３１１】
　すなわち、第１のリフレクタ２１０において、第１の光源モジュール１１０に隣接した
領域は傾斜面にし、第１の光源モジュール１１０から遠い領域は平面にすることができる
。
【０３１２】
　ここで、傾斜面の長さＬ１と平面の長さＬ２とが同一であってもよく、場合によって、
異なっていてもよい。
【０３１３】
　そして、第１のリフレクタ２１０の表面には所定の反射パターンが形成されてもよい。
【０３１４】
　以上、一例として、第１の照明ユニットの第１のリフレクタ２１０の形状を説明したが
、第２の照明ユニットの第３のリフレクタ２２０の形状についても同様の適用が可能であ
る。
【０３１５】
　図２５Ａ乃至図２５Ｄは、反射パターンを有する第１のリフレクタを示す図である。
【０３１６】
　図２５Ａは、反射パターン２１１が鋸歯状で、且つ反射パターン２１１の表面が平面で
ある例を示し、図２５Ｂ及び図２５Ｃは、反射パターン２１１が鋸歯状で、且つ反射パタ
ーン２１１の表面がは曲面である例を示している。
【０３１７】
　特に、図２５Ｂでは、反射パターン２１１の表面が凹んだ曲面となっており、図２５Ｃ
では、反射パターン２１１の表面が膨らんだ曲面となっている。
【０３１８】
　場合によって、図２５Ｄに示すように、反射パターン２１１の大きさが、第１のリフレ
クタ２１０の基端からオープン領域へ行くほど順次増加してもよい。
【０３１９】
　このように第１のリフレクタ２１０上に反射パターン２１１を形成すると、光の反射効
果の他、光を均一に拡散させる拡散効果も得ることができる。
【０３２０】
　したがって、このような反射パターン２１１は、バックライトの全体輝度分布に応じて
、該当の領域に様々な大きさで作製すればよい。
【０３２１】
　以上、一例として、第１の照明ユニットの第１のリフレクタ２１０の反射パターンにつ
いて説明したが、第２の照明ユニットの第３のリフレクタ２２０の反射パターンについて
も同様の適用が可能である。
【０３２２】
　図２６は、第２のリフレクタの反射面を示す断面図である。
【０３２３】
　図２６に示すように、第１の照明ユニットは、第１、第３の光源モジュール１１０，１
３０、第１、第２、第５のリフレクタ２１０，３１０，２３０、及び第１の光学部材６１
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０を備えることができる。
【０３２４】
　ここで、第２のリフレクタ３１０は、正反射領域３００ａ及び乱反射領域３００ｂを有
し、乱反射領域３００ｂは、第１の乱反射領域３００ｂ１及び第２の乱反射領域３００ｂ
２を有することができる。
【０３２５】
　ここで、正反射領域３００ａは、入射した光を正反射する役割を果たし、乱反射領域３
００ｂは、入射した光を乱反射する役割を果たすことができ、正反射領域３００ａと乱反
射領域３００ｂとの光反射率は、約５０～９９．９９％でよい。
【０３２６】
　そして、第１、第２の乱反射領域３００ｂ１，３００ｂ２は、入射光をランベルト分布
（ｌａｍｂｅｒｔｉａｎ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）で反射する第１の反射パターンと
、ガウス分布（ｇｕａｓｓｉａｎ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ）で反射する第２の反射パ
ターンを有することができる。
【０３２７】
　ここで、第１の乱反射領域３００ｂ１は、第１の反射パターンが第２の反射パターンよ
りも少なく、第２の乱反射領域３００ｂ２は、第１の反射パターンが第２の反射パターン
よりも多いとよい。
【０３２８】
　また、第１の乱反射領域３００ｂ１と第２の乱反射領域３００ｂ２の面積比は、約１：
１～５でよい。
【０３２９】
　ここで、正反射領域３００ａと第１の乱反射領域３００ｂ１の面積比は、約１：１～４
でよく、正反射領域３００ａと第２の乱反射領域３００ｂ２の面積比は、約１：１～２０
でよい。
【０３３０】
　このように第２のリフレクタ３１０の正反射領域３００ａと第１、第２の乱反射領域３
００ｂ１，３００ｂ２との面積比を定めると、第１の光源モジュール１１０に隣接した領
域と第１の光源モジュール１１０から遠く離れた領域との輝度差を減らすことができる。
【０３３１】
　すなわち、第２のリフレクタ３１０は、正反射領域３００ａと第１、第２の乱反射領域
３００ｂ１，３００ｂ２との面積比を適切に調節することによって、全体的に均一な輝度
を提供することができる。
【０３３２】
　そして、第１の乱反射領域３００ｂ１は、正反射領域３００ａと第２の乱反射領域３０
０ｂ２との間に位置できる。
【０３３３】
　すなわち、第２のリフレクタ３１０の正反射領域３００ａは、第１の光源モジュール１
１０に隣接して配置し、第２のリフレクタ３１０の第２の乱反射領域３００ｂ２は、第１
の光源モジュール１１０から遠くに配置でき、第２のリフレクタ３１０の第１の乱反射領
域３００ｂ１は、正反射領域３００ａと第２の乱反射領域３００ｂ２との間に配置できる
。
【０３３４】
　このような配置にする理由は、第２のリフレクタ３１０の正反射領域３００ａは、第１
の光源モジュール１１０に隣接して位置して、第１の光源モジュール１１０から発された
光を第２のリフレクタ３１０の中央領域に反射させる役割を果たし、第２のリフレクタ３
１０の乱反射領域３００ｂは、第２のリフレクタ３１０の中央領域に位置して、入射した
光を拡散させる役割を果たすからである。
【０３３５】
　また、第１の光学部材６１０は第２のリフレクタ３１０から一定の空間を置いて配置さ
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れ、第２のリフレクタ３１０と第１の光学部材６１０との間の空間にはエアーガイド領域
が形成されてもよい。
【０３３６】
　そして、第１の光学部材６１０の表面には凹凸パターン６１１が含まれてもよい。
【０３３７】
　以上、一例として、第１の照明ユニットの第２のリフレクタ３１０の反射面について説
明したが、第２の照明ユニットの第４のリフレクタ３２０の反射面についても同様の適用
が可能である。
【０３３８】
　図２７は、第１の光学部材を示す斜視図である。
【０３３９】
　図２７に示すように、第１の光学部材６１０は、複数の層で形成でき、凹凸パターン６
１１は最上層またはいずれか一層の表面に有することができる。
【０３４０】
　場合によって、第１の光学部材６１０は、少なくとも一つのシートからなり、拡散シー
ト、プリズムシート、輝度強化シートなどを選択的に含むことができる。
【０３４１】
　ここで、拡散シートは、光源から発された光を拡散させ、プリズムシートは、拡散され
た光を発光領域にガイドし、輝度強化シートは輝度を強化させる。
【０３４２】
　このように、第１の光学部材６１０は、第１、第３の光源モジュール１１０、１３０か
ら発された光を拡散させるためのもので、拡散効果を増大させるために第１の光学部材６
１０の上部表面に凹凸パターン６１１を形成することができる。
【０３４３】
　凹凸パターン６１１は、第１、第３の光源モジュール１１０、１３０に並んで配置され
るストライプ形状を有することができる。
【０３４４】
　ここで、凹凸パターン６１１は、第１の光学部材６１０の表面に形成された突出部を有
し、突出部は、互いに向かい合う第１の面と第２の面とで構成され、第１の面と第２の面
間の角は、鈍角または鋭角でよい。
【０３４５】
　場合によって、第１の光学部材６１０は、少なくとも一つのシートからなり、拡散シー
ト、プリズムシート、輝度強化シートなどを選択的に含むことができる。
【０３４６】
　ここで、拡散シートは、光源から発された光を拡散させ、プリズムシートは、拡散され
た光を発光領域にガイドし、輝度強化シートは、輝度を強化させることができる。
【０３４７】
　このように、実施形態は、両面型ブラケットを用いて２個の照明ユニットを締結するこ
とによって、大面積の照明ユニットを簡単に作製することができる。
【０３４８】
　また、実施形態は、導光板を使用せず、一部の傾斜面を有するエアーガイド用のリフレ
クタを用いることによって、軽量、低作製コスト、且つ均一な輝度を提供することができ
る。
【０３４９】
　したがって、照明ユニットの経済性及び信頼性が向上する他、広い室内空間に適合した
ものとすることができる。
【０３５０】
　また、以上の実施形態に記載された両面型ブラケット、第１及び第２の照明ユニットを
備えた表示装置、指示装置、照明システムを具現することもでき、例えば、照明システム
としては、ランプ、街灯を含むことができる。
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【０３５１】
　このような照明システムは、多数のＬＥＤを集束して光を得る照明灯に用いることがで
き、特に、建物の天井や壁体内に埋め込まれ、シェードの開口部側が露出されるように装
着できる埋め込み灯（ダウンライト）に用いることができる。
【０３５２】
　図２８は、実施形態に係る照明ユニットを有するディスプレイモジュールを示す図であ
る。
【０３５３】
　図２８に示すように、ディスプレイモジュール２０は、ディスプレイパネル８００及び
照明ユニット７９０を備えることができる。
【０３５４】
　ディスプレイパネル８００は、均一なセルギャップを保持するように互いに相対して貼
り合わせられたカラーフィルタ基板８１０とＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ）基板８２０とを有し、両基板８１０，８２０の間に液晶層（図示せず）が挟ま
る構成でよい。
【０３５５】
　なお、ディスプレイパネル８００の上側及び下側にはそれぞれ、上部偏光板８３０及び
下部偏光板８４０を配置することができ、具体的には、カラーフィルタ基板８１０の上面
に上部偏光板８３０を配置し、ＴＦＴ基板８２０の下面に下部偏光板８４０を配置するこ
とができる。
【０３５６】
　図示してはいないが、ディスプレイパネル８００の側面には、パネル８００を駆動する
ための駆動信号を生成するゲート及びデータ駆動部を設けることができる。
【０３５７】
　図２９及び図３０は、実施形態に係るディスプレイ装置を示す図である。
【０３５８】
　図２９を参照すると、ディスプレイ装置１は、ディスプレイモジュール２０、ディスプ
レイモジュール２０を取り囲むフロントカバー３０及びバックカバー３５、バックカバー
３５に設けられた駆動部５５、及び駆動部５５を覆う駆動部カバー４０で構成することが
できる。
【０３５９】
　フロントカバー３０は、光を透過させる透明な材質の前面パネル（図示せず）を有する
ことができ、前面パネルは、一定の間隔を置いてディスプレイモジュール２０を保護し、
ディスプレイモジュール２０から放出する光を透過させて、ディスプレイモジュール２０
で表示される映像が外部から見られるようにする。
【０３６０】
　バックカバー３５は、フロントカバー３０と結合してディスプレイモジュール２０を保
護することができる。
【０３６１】
　バックカバー３５の一面には駆動部５５を配置することができる。
【０３６２】
　駆動部５５は、駆動制御部５５ａ、メインボード５５ｂ、及び電源ボード５５ｃを有す
ることができる。
【０３６３】
　駆動制御部５５ａは、タイミングコントローラでよく、ディスプレイモジュール２０の
各ドライバーＩＣの動作タイミングを調節する駆動部であり、メインボード５５ｂは、タ
イミングコントローラにＶシンク、Ｈシンク及びＲ，Ｇ，Ｂ解像度信号を伝達する駆動部
であり、電源ボード５５ｃは、ディスプレイモジュール２０に電源を印加する駆動部であ
る。
【０３６４】
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　駆動部５５は、バックカバー３５に設けられて駆動部カバー４０で覆われる構造とする
ことができる。
【０３６５】
　バックカバー３５には複数の孔を開けてディスプレイモジュール２０と駆動部５５とが
接続されるようにし、ディスプレイ装置１を支持するスタンド６０を備えることができる
。
【０３６６】
　一方、図３０に示すように、駆動部５５の駆動制御部５５ａはバックカバー３５に配設
され、メインボード５５ｂ及び電源ボード５５ｃはスタンド６０に配設される構成でもよ
い。
【０３６７】
　ここで、駆動部カバー４０は、バックカバー３５に設けられた駆動部５５のみを覆えば
よい。
【０３６８】
　実施形態では、メインボード５５ｂと電源ボード５５ｃを別体として構成したが、一体
の統合ボードにしてもよく、上記に限定されない。
【０３６９】
　他の実施形態は、以上の実施形態に記載された両面型ブラケット、第１及び第２の照明
ユニットを備える表示装置、指示装置、照明システムとすることができ、例えば、照明シ
ステムとしては、ランプ、街灯を含むことができる。
【０３７０】
　このような照明システムは、多数のＬＥＤを集束して光を得る照明灯に用いることがで
き、特に、建物の天井や壁体内に埋め込まれ、シェードの開口部側が露出されるように装
着できる埋め込み灯（ダウンライト）に用いることができる。
【０３７１】
　以上では種々の実施形態を挙げて本発明を説明してきたが、本発明の精神及び範囲を逸
脱しない限度内で、種々の他の変形及び態様が可能であるということは、当該技術の分野
における通常の知識を有する当業者にとっては明らかである。特に、本発明の詳細な説明
、図面及び添付の請求項の範囲内で構成要素及び／またはその組み合わせの様々な変形及
び修正が可能である。これら構成要素及び／またはその組み合わせの様々な変形及び修正
に加えて、その他の利用が当業者には明らかである。
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